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細谷　　誠

松村　昌子

内海　慶介

∵ 12月のプログラム
4 (№１)-年次総会

11 (№2)-ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ･卓話

18 (№3)-忘年家族会

∵ ニコニコＢＯＸ；

祝誕生月

　石合君

酉の市に行ってきました

商売繁盛

　福田君

<ニコニコ会計累積/￥124,500>

∵ がんばるＢＯＸ；

良いことがありますように

　細谷君

次年度理事報告を終えて

　和泉君

理事挨拶を終えて　

頑張ります

　吉田君

<がんばる会計累積/￥93,000>
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■幹事報告

①米山功労者第2回 福田洋子会員

②行事案内

・第6回高松国際ピアノコンクール2026年2月10日(火)～2月23日(月)

・「やさしい日本語を学ぼう！」

③ロータリー国際大会 台湾 令和8年6月13日～6月17日

皆さんぜひご参加ください。

■理事会報告

①1月の例会について

1/9 夜間例会 ※山北神社参拝

1/15クラブフォーラム 四国ガス訪問

1/22通算3000回例会

■例会事業；年次総会

大熊指名委員長より、2026‐27年度の会長を岡田将一郎会員、幹事を有家修身会

員とする報告があり、拍手により承認されました。

続いて岡田次年度会長の進行で役員・理事選出を行い、会長・幹事・会計・直前会

長および各理事候補が承認されました。

●大熊一正 指名委員長

指名委員会を3回開催し、2026‐27年度の会長は岡田将一郎さん、幹事は有家修身

さんに決定しました。本来は次年度会長・幹事も発表予定でしたが未決定のため報

告できず、お詫び申し上げます。来週木曜に臨時総会を開き、次週例会までに決定

したいと考えています。本日は会長・幹事発表のみとします。

●岡田将一郎 次年度会長

ここ数年、人事が難航する中で再び会長を務めることになりました。来年度は「融

和」ではなく、多様な考え方を認め合う「調和」を掲げ、世代や立場の違いを尊重し

ながらクラブのバランスを整えていきたいと思っています。例会が“出たい”と思える

雰囲気づくりを進め、参加しやすく、ロータリーの良さを感じられる一年にしたいと考

えています。愛媛での地区大会もあり、年齢差を超えた学びや交流の機会を広げて

いきます。

●有家 修身 次年度幹事

次年度幹事を務めさせていただくことになりました。不慣れな点も多くあると思いま

すが、楽しく参加しやすいクラブ運営に努めてまいります。会長や理事の皆様と連

携しながら、例会や事業が円滑に進むようサポートし、会員の皆様が気持ちよく活

動できる環境づくりを目指します。一年を通して、ロータリーの魅力を感じてもらえる

よう取り組んでまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

●細谷 誠 次年度直前会長

次年度は直前会長として、岡田会長のクラブ運営を側面から支えていきたいと考え

ています。これまでの経験を活かし、楽しく活気あるクラブづくりに少しでも貢献でき

れば幸いです。年度後半にはまだ多くの事業が続きますので、引き続き会員の皆

様の積極的なご協力をお願いしたいと思います。活動を通じて会員同士のつながり

がより深まり、ロータリーらしい一年となるよう力を尽くします。

（裏へ続く）
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●陶國 栄帰 会員

プログラム・出席委員長として、参加しやすい例会づくりに努めます。講師の話を一方

的に聞くだけでなく、ディスカッション形式など会員が主体的に参加できる構成も取り入

れ、例会が“情報交換の場”として機能するよう工夫したいと考えています。ロータリー

が目指す「学び合う場」として充実した時間になるよう、会長・理事の皆様と相談しなが

ら運営してまいります。一年間どうぞよろしくお願いいたします。

●大西 信亮 会員

理事として微力ながらクラブ運営に貢献したいと考えています。これまで多くの方に支

えていただいた分、少しでも恩返しができればと思っています。また、会員増強にも力

を入れ、若い世代が参加しやすい環境づくりを目指します。SNSやインターネットを活用

した広報により、ロータリーの存在や魅力がより多くの人に届くよう工夫していきたいで

す。会員の皆様と協力しながら、活気ある一年にできればと思います。

●谷川 淳二 会員

親睦とは、人と人が親密になり信頼関係を深める大切な活動です。年間6回の親睦例

会を担当し、参加した皆さんが「来てよかった」と思える温かい場づくりを目指します。こ

れまでの委員長の引き継ぎが十分でなかった点への不安もありますが、岡田会長の

方針に沿って一つひとつ丁寧に取り組んでいきます。会員同士が自然に打ち解け、よ

り強い絆を育める一年にしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

●吉田 正人 会員

今年度は青少年奉仕委員会の副として活動してきましたが、次年度は委員長としてよ

り責任ある立場で取り組んでまいります。事業内容は例年と大きく変わらない予定です

が、委員会の理解をさらに深め、よりよい事業として展開できるよう努めます。青少年

への支援はクラブにとって重要な奉仕の一つですので、会員の皆様の力も借りながら、

地域の若い世代に良い影響を届けられる活動を行いたいと考えています。

●和泉 清憲 会員

長期計画部門として、近年の慌ただしい活動の中で積み残された課題を整理し、クラ

ブ全体の調和を図る役割を担いたいと思います。ロータリーが目指す「共に学ぶ姿勢」

を大切にし、意見を自由に言い合える風通しの良い雰囲気づくりを進めます。親睦とは

別に、ざっくばらんに話ができる場を設け、会員の声を事業に反映させていきたいと考

えています。岡田会長を支えながら、より良いクラブ運営に貢献してまいります。


